
 

 

受理年月日 令和２年３月24日 付託年月日 令和２年３月25日 所管委員会 総務財政委員会 

番   号 ２ 年  請 願  第 １２ 号 

件   名 自衛官募集のための住民基本情報の一括提供の撤回について 

請 願 者 
早良区南庄五丁目4－22－403 
福岡・戦争に反対する女たち 
代表 森部 聰子 外 ６人 

紹 介 議 員 荒木[筆頭]、森(あ)、中山、松尾、山口(湧)、綿貫、堀内、倉元 
分 割 付 託 なし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

要   旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市長は、今年１月６日に、記者の質問に答える形で、自衛隊に 18 歳及び 22 歳の市民の個人情報を一

括提供する方針を述べました。その後、市個人情報保護審議会に諮問し、２月７日の部会審議を経た答

申を受け、市議会にも諮らず、４月から実施するとしています。市議会及び市民を無視した実施計画で

す。 
市民からは、知らなかった、おかしいとの声が上がり、２月 22 日には 168 人の呼びかけ人、11 団体

の呼びかけにより、警固公園で反対集会が開かれました。緊急な呼びかけの中、新型コロナウイルスの

不安を抱えながらも多くの市民が駆けつけました。 
18 歳及び 22 歳の若者は、そもそもこの事実を知りません。当人の知らない間に個人情報が自衛隊に

渡されてしまうのです。同答申でも、「市民への周知を行い、自己の情報を提供してほしくない旨の意思

表示を行った市民については、提供する情報から除外する措置を講じること」とありますが、周知徹底

する予算を取っていますか。 
今年に入り、自衛隊は調査、研究の名目で、何が起きてもおかしくない緊迫した中東に武器を持って

派遣されました。その自衛隊員の不安を考えたことがありますか。今や自衛隊は災害救助にとどまらず、

世界の戦闘地域に派遣される命がけの任務を負っているのです。そのため、自衛隊員に応募する若者は

減るばかりです。そういうときに市長は積極的に自衛隊に個人情報を提供するのですか。若者の命を差

し出すことは公益上の必要には当たりません。 
戦時中、自治体職員は召集令状を渡し、多くの若者を戦争に駆り出しました。同じ道を行くのでしょ

うか。若者の個人情報は市長のものではありません。勝手に自衛隊に渡さないでください。私たちは、

最大の人権侵害である戦争を二度と起こしてはいけない、子や孫を戦場に送ってはいけないと誓ってい

ます。基本的人権の尊重、個人情報保護の観点から、すぐに自衛隊への名簿の一括提供をやめてくださ

い。自衛隊に個人情報を提供しないでください。 
よって、以下の事項を請願します。 
 
１．自衛官募集のための18歳及び22歳の市民の住民基本情報の一括提供を撤回すること。 
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